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１ 研究のきっかけ 

  今年の夏は、各地で大雨による土砂崩れ等が多くあった。祖父母の家の裏山もずいぶん前に土

砂崩れをおこしたそうだ。そんなとき「安息角」というものを知った。安息角とは土砂が崩れな

いで安定しているときの地面と斜面の角度のことで建築に使われる言葉らしい。安全な土地につ

いて調べてみたいと思い、自由研究のテーマにした。 

２ 研究の方法 

(1) 粒の大きさがちがう粉などを６種類 50ｍL ずつ用意し、安息角を測り比べる。＜実験１＞ 

(2) 粒の大きさがちがう２種類のものを混ぜ合わせ、安息角を測り比べる。   ＜実験２＞ 

(3) 粒で作った斜面に振動を与えて、角度の変化を調べる。          ＜実験３＞   

３ 研究の結果と考察 

(1) 実験１の結果と考察 

 

 

 

 

(2) 実験２の結果と考察 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 実験３の結果と考察 

 

 

 

 

 

 

４ 研究のまとめ 

  粒の大きさが大きければ、斜面の角度も大きくなり、小さくなれば角度も小さくなることが分

かった。また、二つのものを混ぜ合わせると縞模様になり、角度も大きくなることが分かった。

斜面に振動を与えるとどんどん角度が小さくなり、どんな粒でも同じくらいの角度になるのが面

白いと思った。安息角が身の回りでどのように使ってあるのか調べてみたいと思った。 

＜考察＞ 
 粒の大きさが大きければ、角度も大きくな

る。ココアはきれいな三角形にならなかった。

＜考察＞ 
 振動を与えると、どんどん角度が小さくなっ

た。最初の角度はちがっても、最後は同じよう

な角度になった。 
 二つのものを混ぜ合わせたものは、粒の大き

なものが先にすべって粒の小さなものがすべ

るのを防いでいるような感じがした。 

＜考察＞ 
 実験１と比較し、混ぜ合わせたものの方が

角度が大きい。 
 よく混ぜ合わせても道具Ａに落としいれ

ると粒が分かれて縞模様になる。 
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